
　平成 21 年５月 19 日、筑紫野市の人口は 100,002 人となり、10 万人を突破しました。
　このたびの 10 万人突破は、10 万人の安心都市を目指してきた本市にとって、また、とりわけ少
子高齢化が進み日本の総人口が減少していくなかで大変に意義深いことであります。
　筑紫野市は、昭和 30 年に二日市町、御笠村、山口村、筑紫村、山家村が合併し筑紫野町として
スタートしましたが、その後の高度経済成長と都市化により本市の人口は着実に伸びてきました。
　今後はこの人口 10 万人突破を礎に、市総合計画基本構想に掲げるキャッチフレーズ「� みんなで
つくる�自然と街との共生都市　ちくしの�」の実現に向けて、市民が主役の、だれもが生きがいを
持って安心して暮らせるまちづくりの更なる推進に全力をあげて取り組んでまいります。

筑紫野市長　平原四郎
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入
院
す
る
際
に
医
療
機
関
窓
口
で
「
限
度
額

適
用
認
定
証
」
ま
た
は
「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ

り
、
医
療
費
負
担
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と

な
り
、
食
事
代
も
標
準
負
担
額
と
な
り
ま
す
。

　

限
度
額
は
所
得
区
分
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
国
保
年
金
課
の
窓
口
で
「
認

定
証
」
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
す
で
に
持
っ
て
い
る
「
認
定
証
」
の

有
効
期
限
は
、
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
８
月
以
降
も
必
要
な
場
合
は
、
７
月
27
日

（
月
）以
降
再
度
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

患
者（
被
保
険
者
）

国
保 医

療
機
関

限度額適用認定証の
交付申請

限度額を
超えた分を支払い

限度額適用認定証を提示すると
限度額までの支払い

限度額
適用認定証を交付

●�

高
額
療
養
費（
70
歳
未
満
の
人
の
場
合
）

　

：
表
１
参
照

　

入
院
時
に
保
険
証
に
加
え
、「
限
度
額
適

用
認
定
証（
上
位
所
得
世
帯
・
一
般
世
帯
）」、

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
）」
を
医
療
機
関
の
窓

口
に
提
示
す
れ
ば
、
１
カ
月
ご
と
の
１
医
療

機
関
で
の
窓
口
の
支
払
額（
保
険
診
療
分
）が

下
記
の
限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す
。た
だ
し
、

国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
世
帯
に

属
す
る
人
に
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　

・�

同
一
月
に
同
一
診
療
科
で
一
医
療
機
関
に

対
し
、
２
万
１
０
０
０
円
以
上
の
自
己
負

担
額
が
複
数
あ
る
場
合
、
高
額
療
養
費
の

対
象
と
し
て
合
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
１
カ
月
で
２
万
１
０
０
０
円
に
満
た

な
い
場
合
は
、
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
１
カ
月
分
の
外
来
と
院
外
処
方

（
調
剤
）の
自
己
負
担
額
の
合
計
が
２
万
１

０
０
０
円
以
上
の
場
合
は
対
象
と
な
り
ま

す
。

・�

直
近
12
カ
月
の
間
に
、
一
つ
の
世
帯
で
高

額
療
養
費
の
支
給
が
４
回
以
上
あ
っ
た
と

き
は
、
４
回
目
以
降
の
限
度
額
を
超
え
た

分
が
支
給
さ
れ
ま
す（
多
数
該
当
）。

・�

直
近
12
カ
月
の
間
に
、
複
数
の
医
療
機
関

で
高
額
療
養
費
を
支
払
い
、
多
数
該
当
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
数
非
該
当
と

し
て
自
己
負
担
額
を
支
払
っ
た
場
合
、
２

年
以
内
に
領
収
証
を
持
参
し
、
高
額
療
養

費
支
給
申
請
書
を
提
出
す
れ
ば
、
高
額
療

養
費
の
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

表１ 当該月を含め直近 12 カ月で３回目まで ４回目以降

一般世帯 ８０, １００円
＋�医療費が 267,000 円を超えた時は、その超えた分の１％ ４４, ４００円

上位所得者（※） １５０, ０００円
＋�医療費が 500,000 円を超えた時は、その超えた分の１％ ８３, ４００円

住民税非課税世帯 ３５, ４００円 ２４, ６００円
※��国民健康保険税の算定の基礎となる基礎控除後の総所得金額などが６００万円を超える世帯。未申告の場合も上位所

得者とみなされます。

●
高
額
療
養
費（
70
歳
以
上
の
人
の
場
合
）：
表
２
参
照

　

現
役
並
み
所
得

者
と
一
般
の
人

は
、
保
険
証
と
高

齢
受
給
者
証
を
提

示
す
れ
ば
、
１
カ

月
ご
と
の
１
医
療

機
関
で
の
支
払
額

（
保
険
診
療
分
）が

表
２
の
限
度
額
ま

で
に
な
り
ま
す
。

（
限
度
額
認
定
証

の
提
示
は
不
要
）

　

住
民
税
非
課
税

の
人
は
、
保
険
証

と
高
齢
受
給
者
証

に
加
え
、「
限
度

額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定

証
」
を
提
示
す
れ

ば
、
１
カ
月
ご
と

の
１
医
療
機
関
で

の
支
払
額（
保
険

診
療
分
）
が
表
２

の
限
度
額
ま
で
に

な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
国
民
健
康
保

険
税
を
滞
納
し
て

い
る
世
帯
に
属
す

る
人
に
は
交
付
さ

れ
ま
せ
ん
。

区　　分

課税

現役並み

所得者（※）

一般

一人あたり 44,400 円 44,400 円

80,100 円
＋総医療費が 267,000 円を
超えた時はその超えた分の
１％（端数は四捨五入）

一人あたり 12,000 円

一人あたり   8,000 円

一人あたり   8,000 円

44,400 円

24,600 円

15,000 円

個人単位（外来のみ） 世帯単位（入院含む）
世帯単位の多数該当
（当該月を含め直近
12カ月で４回目以降）

住民税
非課税

低所得Ⅱ
低所得Ⅰ

表２

※世帯内の国民健康保険被保険者に住民税課税所得が 145 万円以上の 70 歳以上の人がいる場合（負担割合３割の人）。
・70 歳以上の場合、70 歳未満の場合と違い、21,000 円未満の自己負担額（窓口負担）も対象となり、かつ合算できます。

国民健康保険限度額適用認定証の申請について
こく みん けん こう ほ けん げん ど がく てき よう にん てい しょう しん せい



問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111 にお願いします
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●�

入
院
時
食
事
療
養
費
標
準
負
担
額（
65
歳
未
満
お
よ
び
65
歳

以
上
で
療
養
病
床
以
外
に
入
院
し
た
場
合
）：
表
３
参
照

　

入
院
し
た
と
き
の
食

事
代
は
、
診
療
や
薬
に

か
か
る
費
用
と
は
別
に
、

表
３
の
よ
う
に
１
食
分

と
し
て
定
め
ら
れ
た
標

準
負
担
額
を
自
己
負
担

分
と
し
て
負
担
し
ま
す
。

※�

入
院
時
食
事
療
養
費

標
準
負
担
額
は
、
高

額
療
養
費
の
対
象
に

は
な
り
ま
せ
ん
。

食材料費相当（１食分）

２６０円

２１０円

１６０円

１００円

区　　分

90日までの入院

90日を超える入院

一般（下記以外の人）

住民税非課税世帯
低所得者Ⅱ

過去12カ月
の入院日数

低所得者Ⅰ

表３

●�

生
活
療
養
費
標
準
負
担
額（
65
歳
以
上
で
療
養
病
床

に
入
院
し
た
場
合
）：
表
４
参
照

　

65
歳
以
上
の
人
が
療
養

病
床
に
入
院
し
た
と
き

は
、
食
費
と
居
住
費
と
し

て
、
定
め
ら
れ
た
標
準
負

担
額
を
自
己
負
担
し
ま

す
。

　

な
お
、
療
養
病
床
か
ど

う
か
に
つ
い
て
は
医
療
機

関
に
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
生
活
療
養
費
標

準
負
担
額
は
、
高
額
療
養

費
の
支
給
対
象
に
は
な
り

ま
せ
ん
。

※�

厚
生
労
働
大
臣
の
指

定
の
際
に
栄
養
管
理

が
で
き
る
医
療
機
関

と
し
て
認
め
ら
れ
た

も
の
が
「
入
院
時
生

活
療
養
費
［
Ⅰ
］」、

そ
う
で
な
い
も
の
が

「
入
院
時
生
活
療
養

費
［
Ⅱ
］」。

区　　分 食費（１食分） 居住費（１日分）

現役並み所得者および一般（下記以外の人）
および 70歳未満

住民税非課税世帯

・入院時生活療養費［Ⅰ］を
 算定する医療機関460円（※）
・入院時生活療養費［Ⅱ］を
 算定する医療機関420円（※） ３２０円

低所得Ⅱ ２１０円

１３０円

１００円 ０円

低所得Ⅰ

低所得Ⅰのうち
老齢福祉年金受給者

表４

◎�

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
ま
た
は

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
の
発
行
の
手
続
き
に
必

要
な
も
の

①
国
民
健
康
保
険
証

②
印
鑑

③�

旧
認
定
証（
す
で
に
認
定
証
を

持
っ
て
い
る
人
）

●�

毎
年
８
月
に
所
得
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、

前
年
の
所
得
で
自
己
負
担
額
を
判
定
し

ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
国
保
年
金
課

国
保
担
当（
１
階
６
番
窓
口
）に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

国民健康保険
限度額適用認定証に関する

問い合わせ先

国保年金課 国保担当
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平
成
20
年
中
の
所
得
の
届
け
出

に
基
づ
き
、
平
成
21
年
度
の
保
険

料
額
を
決
定
し
ま
す
。

　

７
月
中
旬
に
被
保
険
者（
加
入
者
）

の
皆
さ
ん
へ
平
成
21
年
度
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
平
成
20
年
中
の
所

得
金
額
と
世
帯（
※
）の
状
況
を
基

に
本
算
定
を
行
い
、
決
定
し
ま
す
。

※�

「
世
帯
」
と
は
、
平
成
21
年

４
月
１
日
時
点
の
世
帯（
75
歳
に
な

る
人
、
県
外
か
ら
の
転
入
者
な
ど

は
そ
の
時
点
）を
基
準
に
し
て

い
ま
す
。

保険料の決まり方（計算方法）

病
院
な
ど
に
支
払
う
自
己
負
担
額

医療費総額

医療給付費

支援金約4割

(現役世代の負担）

保険料 ＝

被保険者
均等割額

50,935円

＋

×

公費（税金）約5割

国：県：市町村=４：１：１

所得割額

※総所得金額等

-33万円（基礎控除額）

所得割率

9.24％

保険料は、被保険者全員が負担する｢被保険者均等割額｣と、被保
険者の所得に応じて負担する｢所得割額」の合計になります。保険
料は、年額50万円が上限です。

被保険者（加入者）の
皆さんが負担する保険料

約
１
割

・�

保
険
料
は
、
県
内
ど
の
地
域
で

も
同
じ
基
準
で
算
定
さ
れ
ま
す
。

・�

保
険
料
は
、
被
保
険
者
一
人
ひ

と
り
に
か
か
り
ま
す
。
保
険
料

率（
被
保
険
者
均
等
割
額
、
所
得

割
率
）は
２
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
、

次
回
は
平
成
22
年
度
に
改
定
さ

れ
ま
す
。

※�

総
所
得
金
額
等
と
は
、
前
年
中

の
「
給
与
収
入—

給
与
所
得
控

除
」、「
事
業
収
入—

必
要
経
費
」、

「
公
的
年
金
収
入—

公
的
年
金
等

控
除
」
な
ど
で
、
各
種
所
得
控

除
前
の
金
額
で
す
。

◎�

公
的
年
金
収
入
の
み
の
人
で
、
年

金
額
が
１
５
３
万
円
以
下
の
場
合

は
、
所
得
割
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

■
保
険
料
の
軽
減
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
度
で
は
、
従
来
の
軽
減（
被

保
険
者
均
等
割
の
７
割
・
５
割
・
２
割
軽

減
）に
加
え
、
次
の
軽
減
措
置
を
行
い
ま

す
。

●�

平
成
21
年
度
に
限
り
、
被
保
険
者
均
等

割
額
が
７
割
軽
減
と
な
る
人
は
、
8.5
割

の
軽
減
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
新
し
く

９
割
軽
減
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

●�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す

る
前
日
ま
で
「
会
社
な
ど
の
健
康

保
険
の
被
扶
養
者
」
だ
っ
た
人
は

被
保
険
者
均
等
割
額
が
９
割
軽
減

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
割
額

は
か
か
り
ま
せ
ん
。

●�

所
得
割
額
の
軽
減
：
総
所
得
金
額

な
ど
が
91
万
円
以
下（
公
的
年
金
の

み
の
場
合
は
、
収
入
額
で
２
１
１

万
円
以
下
）の
人
は
所
得
割
額
が
５

割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

■�

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
は
市
役
所
の
相
談
窓
口

へ
ど
う
ぞ
！

　
　

　

災
害
や
心
身
の
故
障
、
失
業
に
よ

る
収
入
の
著
し
い
減
少
な
ど
、
ど
う

し
て
も
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ

た
と
き
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
が

減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
市
国
保
年
金
課

医
療
年
金
担
当（
５
番
窓
口
）ま
で
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

軽減になる人の所得判定

8.5割軽減：7,640円
（平成21年度に限った措置）

被保険者全員と世帯主の所得金
額の合計額が 33 万円以下の人

９割軽減：5,093 円
（平成 21 年度から新設）

被保険者全員と世帯主の所得金
額の合計額が33 万円以下で、か
つ被保険者全員が年金収入80
万円以下で、他に所得がない人

７割軽減
15,280 円

次
の
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く

平成21年度　後期高齢者（長寿）医療制度の保険料について
こう き こう れい しゃ ちょう じゅ い りょう せい ど ほ けん りょう
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【問い合わせ先】　国保年金課 医療年金担当

■�

８
月
か
ら
窓
口
負
担
の
割
合

が
変
更
と
な
る
人
へ
、
新
し

い
被
保
険
者
証
を
送
り
ま
す

　

医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
の
医
療

費
の
自
己
負
担
割
合
は
１
割
ま
た
は

３
割
で
す
。

　

毎
年
、
前
年
中
の
所
得
を
基
に
、

８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で
の
１
年
間

の
自
己
負
担
割
合
の
判
定
を
行
い
、

自
己
負
担
割
合
が
変
更
と
な
る
人
に

は
、
７
月
中
に
新
し
い
被
保
険
者
証

を
送
付
し
ま
す
。

　

８
月
１
日
以
降
、
医
療
機
関
に
か

か
る
と
き
は
、
新
し
い
被
保
険
者
証

を
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　●�

自
己
負
担
割
合（
１
割
・
３
割
）の

判
定
基
準
に
つ
い
て

　

自
己
負
担
割
合
は
原
則
１
割
で
す

が
、
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
の
い
ず

れ
か
の
人
の
、
住
民
税
課
税
所
得
が

１
４
５
万
円
以
上
で
あ
る
場
合
に
は

３
割
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
住
民
税
課
税
所
得
が
１

４
５
万
円
以
上
で
あ
っ
て
も
、
下
記

の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
場
合
は

申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
１
割
負
担
と

な
り
ま
す
。

①�

同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
２
人
以

上
の
場
合

　

�

同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
全
員
の
収

入
の
合
計
額
が
５
２
０
万
円
未
満

②�

同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
本
人
の

み
の
場
合（
次
の
ア
ま
た
は
イ
に

該
当
）

　

ア
：�

本
人
の
収
入
が
３
８
３
万
円

未
満

　

イ
：�

本
人
と
、
同
じ
世
帯
の
70
歳

か
ら
74
歳
ま
で
の
人
の
収
入

の
合
計
額
が
５
２
０
万
円
未

満

■��

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
の
８
月
更
新
時

の
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す

　

現
在
使
用
し
て
い
る
減
額
認
定
証

の
有
効
期
限
は
７
月
末
日
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
毎
年
８
月
の
更
新
時
に

申
請
が
必
要
で
し
た
が
、
平
成
21
年

度
か
ら
、
前
年
度
に
減
額
認
定
証
を

持
っ
て
い
る
人
の
更
新
時
の
手
続
き

は
、
原
則
不
要
に
な
り
ま
し
た
。

　

減
額
認
定
証
を
持
っ
て
い
る
人

で
、
平
成
21
年
度
の
住
民
税
が
非

課
税
で
あ
る
世
帯
の
人
に
は
、
８
月

１
日
か
ら
の
新
し
い
減
額
認
定
証
を

７
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

減
額
認
定
証
を
持
っ
て
い
な
か
っ

た
人
で
新
た
に
交
付
を
希
望
す
る
場

合
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
市
国
保

年
金
課
医
療
年
金
担
当（
５
番
窓
口
）

で
の
申
請
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

・
印
鑑

・
被
保
険
者
証

・
そ
の
他
※

※
そ
の
他
：�

収
入
額
な
ど
を
証
明
す

る
も
の（
非
課
税
証
明

書
な
ど
）や
入
院
期
間

が
確
認
で
き
る
も
の
が

必
要
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

後期高齢者（長寿）医療制度に関する
問い合わせ先

◎福岡県後期高齢者医療広域連合
　☎（６５１）３１１１
◎筑紫野市国保年金課 医療年金担当
　☎（９２３）１１１１

平成 21 年７月から
「平成 21 年度 国

こく

民
みん

年
ねん

金
きん

保
ほ

険
けん

料
りょう

免
めん

除
じょ

」の受
うけ

付
つけ

が始
はじ

まりました

　国民年金には、経済的な理由などで保険料を納めることが困難な場合に、申請により認められる
と、保険料の納付が免除される制度があります。
　平成 21 年度の免除申請は、平成 21 年７月分から平成 22 年６月
分までの保険料を対象としたものです。
　また、平成 20 年７月分から平成 21 年６月分までの免除申請は、
平成 21 年 7 月末をもって締め切られますので注意してください。
　なお、免除申請には、前年の所得による審査があり、所得証明
書などの添付が必要な場合があります。詳しい内容や手続きにつ
いては、問い合わせください。
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①
月
額
標
準
保
険
料

　

４
２
８
０
円（
年
額
５
万
１
３
６
０
円
）

　

→
４
４
４
０
円（
年
額
５
万
３
２
８
０
円
）　

②
保
険
料
段
階

　

６
段
階　

→　

８
段
階

●
介
護
保
険
料
の
８
月
仮
徴
収
額
の
調
整
に
つ
い
て

　

４
月
、
６
月
、
８
月
の
介
護
保
険
料
は
、
前
年
度

の
２
月（
今
年
２
月
）と
同
じ
額
を
仮
徴
収
し
て
い
ま

す
。
平
成
21
年
度
の
住
民
税
が
決
ま
っ
て
か
ら
介
護

保
険
料
の
年
額
を
決
定
し
、
10
月
以
降
の
本
徴
収
で

調
整
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
例
え
ば
昨
年
中
に

土
地
を
売
却
す
る
な
ど
し
て
所
得
の
内
容
が
変
わ
っ

た
場
合
、
後
半
の
保
険
料
が
増
額
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
人
に
対
し
て
、
10
月
以
降
の
１

回
あ
た
り
の
負
担
を
少
な
く
す
る
た
め
に
、
８
月
の

仮
徴
収
額
を
増
額
す
る
措
置
を
と
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、
年
間
の
保
険
料
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

	

●
介
護
保
険
料
の
減
免
制
度
に
つ
い
て

　

一
部
の
低
所
得
者
を
対
象
に
介
護
保
険
料
の
減
免

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
７
月
下
旬
に
送
付
予
定
の

賦
課
決
定
通
知
書
に
同
封
す
る
お
知
ら
せ
に
減
免
の

要
件
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
す
べ
て
の
要
件
に

該
当
す
る
人
は
、
介
護
保
険
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※�

昨
年
度
減
免
を
受
け
た
人
が
、
今
年
度
該
当
す
る

場
合
で
も
、
改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

　

広
報
ち
く
し
の
６
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
平
成
21
年
度
か
ら
平
成
23
年
度
ま
で
の
介
護

保
険
料
が
変
わ
り
ま
す
。
主
な
変
更
点
は
①
②
の
と

お
り
で
す
。介
護
保
険
制
度
の
健
全
な
運
営
の
た
め
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【問い合わせ先】介護保険課

段階 対　象　者 月額保険料 年額保険料

１
生活保護受給者および老齢福祉年金受給者であって世帯全員が住民税非課
税の人

２, ２２０円
２６, ６４０円

（基準額× 0.5）

２
世帯全員が住民税非課税で、本人の公的年金などの収入額と合計所得金額
の合計が 80 万円以下の人

２, ２２０円
２６, ６４０円

（基準額× 0.5）

３
世帯全員が住民税非課税で、本人の公的年金などの収入額と合計所得金額
の合計が 80 万円を超える人

３, ３３０円
３９, ９６０円

（基準額× 0.75）

４
世帯員に住民税課税者がおり、かつ本人が住民税非課税で公的年金などの
収入額と合計所得金額の合計が 80 万円以下の人

３, ９９６円
４７, ９５２円

（基準額× 0.9）

５
世帯員に住民税課税者がおり、かつ本人が住民税非課税で公的年金などの
収入額と合計所得金額の合計が 80 万円を超える人（基準額）

４, ４４０円
５３, ２８０円

（基準額）

６ 本人が住民税課税で、合計所得金額が２００万円未満の人 ５, ５５０円
６６, ６００円

（基準額× 1.25）

７ 本人が住民税課税で、合計所得金額が２００万円以上４００万円未満の人 ６, ６６０円
７９, ９２０円

（基準額× 1.5）

８ 本人が住民税課税で、合計所得金額が４００万円以上の人 ７, ７７０円
９３, ２４０円

（基準額× 1.75）

■平成 21 年度の保険料

■特別徴収（年金天引き）のしくみ

４月、６月、８月分
の年金からの差し引き
仮　　徴　　収

21年度の保険料が確定する８月分
まで、暫定的に20年度２月分
（21年２月分）と同額を天引き

10月、12月、２月分
の年金からの差し引き
本　　徴　　収

確定した年額保険料から仮徴収分を
差し引いた額を10月、12月、２月の

３回に分けて天引き

平成21年度の住民税内容で
１段階から８段階の
いずれかを判定

仮　　徴　　収　　　＋　　　本　　徴　　収　　　＝　　　年間の保険料額

～平成 21 年度介護保険料特別徴収賦課決定通知書を７月下旬に送付予定です～

介護保険料／特別徴収（年金天引き）のみなさんへ
かい ご ほ けん りょう とく べつ ちょう しゅう ねん きん てん び
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今
年
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
都
市
宣
言

を
控
え
て
お
り
、
市
で
は
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
へ
の

思
い
、
健
康
の
た
め
に
心
が
け
て
い

る
こ
と
な
ど
、
い
ろ
ん
な
思
い
を
川

柳
に
し
て
く
だ
さ
い
。
み
ん
な
で
健

康
づ
く
り
が
で
き
る
川
柳
を
募
集
し

ま
す
。

●
応
募
で
き
る
人

　

�

筑
紫
野
市
に
在
住
、
ま
た
は
筑
紫

野
市
の
学
校
や
事
業
所
に
通
学
、

通
勤
し
て
い
る
人

●
応
募
方
法

　

�

ハ
ガ
キ
、
郵
送
、
健
康
推
進
課
あ

て
の
電
子
メ
ー
ル
、
直
接
健
康
推

進
課
窓
口
に
持
参
の
い
ず
れ
か
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�

１
人
３
通
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。

記
入
内
容
に
不
備
が
あ
る
場
合

は
、
無
効
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
応
募
し
よ
う
と
す
る

川
柳
は
、
未
発
表
、
未
公
開
の
も

の
に
限
り
ま
す
。
過
去
に
他
の
コ

ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
入
賞
し
た
作

品
お
よ
び
他
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
応

募
中
の
作
品
は
応
募
で
き
ま
せ

ん
。

●
記
入
内
容

　

�「
川
柳
、
氏
名（
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）、

住
所
、電
話
番
号
、所
属（
学
校
名
、

会
社
名
）」
を
明
記
し
て
、
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
間

　

８
月
１
日（
土
）〜
31
日（
月
）

　

消
印
有
効　

●
審
査

　

�

筑
紫
野
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議

会
で
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

▽
最
優
秀
賞　

１
点

　

▽
優
秀
賞　
　

２
点

　

▽
特
別
賞　
　

３
点

　

▽
奨
励
賞　
　

５
点

●
応
募
作
品
の
取
り
扱
い

・�

応
募
作
品
の
著
作
権
は
市
に
帰
属

し
ま
す
。

・�

応
募
に
係
る
個
人
情
報
は
市
に
お

い
て
保
管
し
、
こ
の
事
業
に
お
い

て
の
み
使
用
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

・�

応
募
作
品
が
法
令
や
公
序
良
俗
に

反
す
る
も
の
、
本
募
集
の
趣
旨
に

そ
ぐ
わ
な
い
内
容
で
あ
る
と
主
催

者
に
よ
り
判
断
さ
れ
た
場
合
は
失

格
と
し
ま
す
。

・�

作
品
は
、
市
の
健
康
事
業
に
お
い

て
市
民
の
健
康
増
進
に
資
す
る
用

途
に
使
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
表
彰
式

　

�

10
月
25
日（
日
）開
催
の
カ
ミ
ー
リ

ヤ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
て
作
品
の

掲
示
な
ら
び
に
入
賞
作
品
は
表
彰

式
を
行
い
ま
す
。

●
主
催

　
�

筑
紫
野
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議

会
・
筑
紫
野
市　
　
　
　
　

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

・
〒
818-

0013　

市
内
岡
田
３-

11-

１

　

カ
ミ
ー
リ
ヤ
内  
健
康
推
進
課

・
☎（
９
２
０
）８
６
１
１

・
電
子
メ
ー
ル　
　

　

ken
ko

u
@

city.ch
iku

sh
in

o
.

fu
k

u
o

k
a

.jp
　

本
来
こ
の
講
座
は
『
な
か
な
か
よ

か
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
』
の
参
加

者
を
対
象
と
し
た
健
康
講
座
で
す

が
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
関
心
を
も
っ

て
も
ら
う
た
め
に
も
公
開
講
座
と
し

て
、
市
民
に
健
康
の
輪
を
広
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

参
加
無
料
で
、
事
前
予
約
も
不
要

で
す
の
で
、
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

●
開
催
時
間

　

13
時
〜
14
時

●
場
所

　

カ
ミ
ー
リ
ヤ

　

２
階 

視
聴
覚
室

●
定
員

　

先
着
40
人

●
問
い
合
わ
せ
先

　

�

筑
紫
野
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議

会
事
務
局（
健
康
推
進
課
）

　

☎（
９
２
０
）８
６
１
１

開催日 テーマ 講　師

７月 18 日（土） 歩き方、いろいろ
　九州大学健康科学センター
　教授　　西村秀樹 さん

８月 22 日（土） なぜ歩く？
　九州大学健康科学センター
　准教授　斉藤篤司 さん

９月 19 日（土） 歩いて観（み）る、歩いて識（し）る
　九州大学健康科学センター
　准教授　杉山佳生 さん

10月 17日（土）ウォーキング・シンキング・ココロキング
　北九州市立大学
　教授　　中島俊介 さん

＝
今
年
、
筑
紫
野
市
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
都
市
宣
言
を
し
ま
す
＝

健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

継
続
支
援
の
た
め
の

け
い　

ぞ
く
　

し　　

え
ん

こ

と
し

ち
く

し

の

し

と

し

せ
ん

げ
ん

け
ん　
　
　

こ
う　
　　
　

こ
う　
　
　
　

ざ
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二
種
混
合（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破

傷
風
）ワ
ク
チ
ン
は
、
乳
幼
児
期

に
受
け
た
三
種
混
合（
百
日
咳
・

ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）の
２
期

と
し
て
、
通
常
小
学
校
６
年
生

時
に
追
加
接
種
を
し
ま
す
。

　

乳
幼
児
期
に
基
礎
免
疫
で
得

た
抗
体
は
少
し
ず
つ
減
っ
て
き

ま
す
の
で
、
長
期
に
免
疫
を
保

つ
に
は
追
加
接
種
が
必
要
で
す
。

　

二
種
混
合
の
対
象
者
は
、
下

記
の
と
お
り
予
防
接
種
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合

ワ
ク
チ
ン
の
対
象
者
も
、
夏
休

み
期
間
中
に
接
種
す
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

自
分
だ
け
の
壁
画
を
石
に
描
き
ま
し
ょ
う
☆

文
様
を
切
り
抜
い
て
貼
り
絵
を
し
ま
し
ょ
う
♪

壁
画
の
塗
り
絵
を
し
ま
し
ょ
う
！

ス
ト
ロ
ー
で
古
代
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
り
ま
し
ょ
う
♪

　

芸
術
を
楽
し
み
な
が
ら
、
古
代
の
歴
史
に
ふ
れ

る
こ
と
の
で
き
る
夏
休
み
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

今
年
で
４
年
目
を
迎
え
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

小
さ
な
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
だ
れ
も
が
楽
し

め
ま
す
。

■
日
程　

７
月
18
日（
土
）〜
８
月
30
日（
日
）　

　
　
　
　

※�

月
曜
日
は
休
館
で
す
。
た
だ
し
、
７

月
20
日（
月
）は
開
館
し
て
い
ま
す
。

■
時
間　

10
時
〜
16
時

■
場
所　

五
郎
山
古
墳
館

■
申
し
込
み
方
法　

�

当
日
受
付
（
満
席
の
場
合
に

は
待
ち
時
間
が
あ
り
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

五
郎
山
古
墳
館

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
９
２
７
）３
６
５
５

医療機関名 電話番号

伊藤医院 （922）3303

大塚内科クリニック （928）2202

乙成内科医院 （928）8818

加藤田外科医院 （925）1801

小西第一病院 （923）2238

杉村内科クリニック （925）8111

どい内科クリニック （926）7415

西尾小児科医院 （922）2006

西本内科医院 （926）0021

樋口医院 （922）3076

ひろたこどもクリニック （918）8667

帆足医院 （922）2746

みぞぐち小児科医院 （926）8301

もり小児科医院 （926）8155

安田医院 （922）2707

山田小児科医院 （922）2665

杉病院 （923）6666

よこみぞ医院 （921）5001

※�杉病院、よこみぞ医院は麻しん・風しん混
合（第３期・第４期）のみの実施です。

※�各医療機関で日程・時間帯が決まってい
ますので、事前に予約をしてください。

※�太宰府市、大野城市、春日市、那珂川町
の実施協力医療機関でも受けられます。

●
持
参
品

　

�

母
子
健
康
手
帳
も
し
く
は
接
種

の
記
録
を
保
存
で
き
る
も
の

※�

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
第
３

期
・
第
４
期
の
接
種
を
受
け
る

人
で
、
保
護
者
が
同
伴
し
な
い

場
合
は
、
署
名
済
み
の
予
診
票

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
接
種
推
奨
期
間

　

夏
休
み
期
間
中

●
料
金

　

法
的
対
象
年
齢
内
は
無
料

●
問
い
合
わ
せ
先

　

カ
ミ
ー
リ
ヤ
内

　

健
康
推
進
課

　

☎（
９
２
０
）８
６
１
１

予防接種名 法律上の対象年齢

二種混合
（ジフテリア・破傷風）

第 2期 満 11歳以上満 13歳未満

第 1期 満１歳以上満２歳未満

第 2期

第 3期

第 4期

【平成 21年度対象者】
平成 15年４月２日～
平成 16年４月１日生まれ

【平成 21年度対象者】
平成８年４月２日～
平成９年４月１日生まれ

【平成 21年度対象者】
平成３年４月２日～
平成４年４月１日生まれ

麻しん風しん混合
（麻しん・風しん）

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

よ　
　

ぼ
う　
　
せ
っ　

し
ゅ

し

（ストーンアート・貼り絵・塗り絵）

だい　にん　き　　　　なつ　やす　　　そうしょく　こ　ふん　へき　が



問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111 にお願いします
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　夏の星空は、さそり座や、夏の大三角形など見どこ
ろがいっぱい！天の川も見えるかも！？
　望遠鏡で惑星観察もしてみましょう！
　一緒に賑やかな夏の星空を楽しみませんか？　

★日時　7 月 26 日（日）、19 時〜 20 時 30 分
★場所　山口小学校グラウンド
　　　　※�学習会会場までの送迎は、各保護者でおこ

なってください。
★講師　濱田芳宏さん（春日西中校長）
★定員　市内の小学生とその保護者・20 組程度
★参加費　無料
★�申し込み方法
　�往復ハガキに「住所・親子の氏名と年齢・電話番号・

学習会名」を明記して申し込んでください。
　※応募者多数の場合は、抽選を行います。
★申し込み締め切り　７月 22 日（水）必着
★申し込み・問い合わせ先
　〒 818 − 8686（住所記入不要）
　　市環境保全課　あて

　水辺にはいろいろな生きものがいます。生物観察や
ゲームを楽しみながら、水辺に親しみましょう。
　宝満川の清流の中で楽しく過ごしながら、私たちを
とりまく「環境」について考えてみませんか？　

○日時　８月 11 日（火）、９時 30 分〜 12 時
○場所　竜岩自然の家（現地集合）
　　　　※�会場までの送迎は、各保護者でおこなって

ください。
○講師　佐藤剛史さん
　　　　（九州大学大学院農学研究院助教授）
○定員　市内の小学生以上の児童とその保護者
　　　　15 組程度
○参加費　無料
○申し込み方法
　�往復ハガキに「住所・親子の氏名と年齢・電話番号・

学習会名」を明記して申し込んでください。
　※応募者多数の場合は、抽選を行います。
○申し込み締め切り　７月 29 日（水）消印有効
○申し込み・問い合わせ先
　〒 818 − 8686（住所記入不要）
　　市環境保全課　あて

　

夫
か
ら
妻
へ
の
暴
力
を
表
す
言
葉
と
し
て
、
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）が
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
広
く
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
に
つ
れ
、
夫
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
で
悩
ん
で
い
る
と
い
う
相
談
が
多
く
寄
せ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
Ｄ
Ｖ
は
夫
婦
間
の
暴
力
だ
け
で
な
く
、
親
密
な
関
係
に
あ
る
パ

ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
も
表
す
言
葉
で
す
。
最
近
で
は
、
恋
人
か
ら
の
暴
力

を
表
す
『
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
』
と
い
う
言
葉
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
顕
著
な
の
が
、
携
帯
電
話
な
ど
で
「
今
ど
こ
で
だ
れ
と

何
を
し
て
い
る
の
か
」
な
ど
相
手
の
行
動
を
逐
一
チ
ェ
ッ
ク
し
、
自
由
な
行

動
を
制
限
す
る
と
い
う
行
為
で
す
。
だ
れ
と
い
る
の
か
を
携
帯
電
話
の
カ
メ

ラ
で
撮
り
メ
ー
ル
で
送
る
こ
と
を
求
め
る
な
ど
は
、
若
い
カ
ッ
プ
ル
に
多
い

傾
向
の
よ
う
で
す
。
交
際
相
手
が
い
て
も
、
家
族
や
友
人
と
交
流
し
た
り
、

ひ
と
り
の
時
間
を
持
っ
た
り
す
る
こ
と
は
当
た
り
前
の
こ
と
な
の
で
す
が
、

恋
人
か
ら
「
自
分
以
外
の
人
に
は
会
っ
て
ほ
し
く
な
い
」
な
ど
と
言
わ
れ
る

と
「
こ
ん
な
に
愛
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
」
と
相
手
に
気
に
入
ら
れ
る
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
人
と
し
て
の
自
由
な
行
動
を
束
縛
す
る
行
為
も
Ｄ
Ｖ
な
の
で

す
。
結
婚
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
の
で
、
そ
ん
な
相
手
と
は
き
っ
ぱ
り
別
れ

れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
別
れ
を
切
り
出
す
と
、

さ
ら
に
束
縛
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
た
り
攻
撃
的
に
な
っ
た
り
す
る
場
合
も

あ
り
、
そ
う
な
る
と
別
れ
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
ト
ー
カ
ー

に
な
る
の
で
は
と
恐
怖
を
感
じ
て
別
れ
ら
れ
な
い
と
悩
ん
で
い
る
人
も
い
る

よ
う
で
す
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
だ
れ
か
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
身
近
な
人
に
相
談

し
に
く
い
場
合
な
ど
に
は
、
ぜ
ひ
相
談
室
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
友
人
な

ど
か
ら
相
談
を
受
け
た
場
合
も
、
ぜ
ひ
「
相
談
室
」
を
紹
介
く
だ
さ
い
。

●
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　

男
女
共
同
参
画
推
進
課
内　

女
性
相
談
室　

☎（
９
１
８
）１
３
１
１

エ コ キ ッ ズ に 参 加 し よ う !  !
さん か

＝子ども環境学習会＝
こ かんきょうがくしゅうかい

水辺のたからもの探し水辺のたからもの探し
＝親子水辺観察会＝

おや こ みず べ かんさつかい

み ず    べ さ が

「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」に
つ
い
て
ご
存
じ
で
す
か
？

「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」に
つ
い
て
ご
存
じ
で
す
か
？

〜
筑
紫
野
市
女
性
相
談
室
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜

ち
く   

し    

の     

し   

じ
ょ 

せ
い 

そ
う 

だ
ん 

し
つ

ぞ
ん
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筑
紫
野
市
で
は
、
平
成
18
年
度
よ
り
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
を
新
設
し
、
協

働（
※
１
）に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
19
年
度
に
、「
筑
紫

野
市
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
基
本
方
針
」
を
策
定
し
、
全
庁
的
に
協

働
に
関
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
て
市
と
と

も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
、
互
い
に
尊
重
し
合
い
、
対
等
な
立
場

で
共
に
取
り
組
も
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
協
働
モ
デ
ル
事
業（
市
役
所
提
案
型
）は
、
市
の
事
業
に
つ
い
て
協
働

パ
ー
ト
ナ
ー
を
公
募
す
る
も
の
で
、
市
民
活
動
団
体（
※
２
）な
ど
が
持
つ
機
動

性
や
専
門
性
を
生
か
し
て
事
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
や
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な
事
業
運
営
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
市

民
の
自
治
力（
※
３
）の
高
揚
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
協
働
モ
デ
ル
事
業
は
、
筑
紫
野
市
が
行
っ
て
い
る
事
務
事
業

の
う
ち
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
協
働
パ
ー
ト
ナ
ー
と
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
新
た
な
公
共
の
担
い
手
と
し
て
の
市
民
活
動
団
体
な
ど
を
育
成
・

支
援
し
、
更
な
る
協
働
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
協
働
モ
デ
ル
事
業
説
明
会
を
下
記
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
の
で
多
数
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。

※
１
＝�

協
働
と
は
、
本
来
の
目
的
や
立
場
の
異
な
る
組
織
・
団
体
が
、
共
通

の
目
標
を
設
け
、
互
い
の
違
い
を
認
め
合
っ
た
う
え
で
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
自
覚
し
、
自
立
し
た
対
等
な
立
場
で
、
目
標
に
向
か
っ
て
共

に
考
え
、
共
に
汗
を
流
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
関
係
を
い
い
ま
す
。

※
２
＝�

市
民
活
動
団
体
と
は
、
不
特
定
か
つ
多
数
の
も
の
の
利
益
の
増
進
を

目
的
と
し
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
て
社
会
的
課
題
解
決
に
取
り
組
む
、

営
利
を
目
的
と
し
な
い
活
動
団
体
の
こ
と
で
す
。（
例
え
ば
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
地
域
の
活
動
団
体
や
自
治
会
な
ど
）

※
３
＝�

市
民
の
自
治
力
と
は
、
地
域
の
課
題
を
、
自
主
的
か
つ
自
己
責
任
の

範
囲
に
お
い
て
解
決
す
る
力
の
こ
と
。

●
日
時　

７
月
30
日（
木
）、
14
時
〜

●
場
所　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

３
階　

学
習
室
５

●
協
働
モ
デ
ル
事
業
の
概
要

　

�

今
回
の
協
働
モ
デ
ル
事
業
は
、
平

成
21
年
度
に
協
働
パ
ー
ト
ナ
ー
を

公
募
・
決
定
し
、
平
成
22
年
度
に

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

�

な
お
、
こ
の
事
業
は
原
則
的
に
単

年
度
事
業
と
し
ま
す
。

　

�

応
募
資
格
要
件
を
満
た
さ
な
い
と

応
募
で
き
ま
せ
ん
が
、
将
来
、
市

民
活
動
団
体
な
ど
の
立
ち
上
げ
を

目
指
し
て
い
る
人
や
協
働
事
業
に

関
心
の
あ
る
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
協
働
モ
デ
ル
対
象
事
業

①�
ア
ジ
ア
太
平
洋
こ
ど
も
会
議
こ
ど

も
大
使
招
へ
い
事
業

②
街
区
公
園
清
掃
事
業

③
天
拝
中
央
公
園
維
持
管
理
事
業

④�

市
長
申
し
立
て
に
よ
る
成
年
後
見

制
度
・
後
見
人
選
任
事
業

あき地
ち

に繁
は ん

茂
も

した雑
ざ っ

草
そ う

の除
じ ょ

去
き ょ

について

　あき地に繁茂した雑草が放置されたままだと、犯罪や火
災の発生原因となる恐れがあり、また、街の美観や清潔な
生活環境が保持できなくなります。
　あき地の雑草は所有者（占用者または管理者）の責任で処
理をしなければなりません。
　所有者などで草刈りができない場合は、造園業者や土木
業者または（社）シルバー人材センターに委託して有料で処
理をする方法があります。
　委託する場合は、それぞれの業者に直接相談してくださ
い。
　また、夏場は大変混み合いますので、申し込み後すぐに
処理できないことがあるため、早めに相談・申し込みを行
なってください。

●問い合わせ先　環境保全課

●
応
募
資
格

　

�

応
募
資
格
お
よ
び
対
象
団
体
要
件

は
、
次
の
項
目
を
す
べ
て
満
た
す

団
体
と
し
ま
す
。

①�

筑
紫
野
市
民（
在
住
者
・
通
勤
者
・

通
学
者
・
企
業
・
法
人
を
含
む
）

５
人
以
上
で
構
成
さ
れ
た
団
体
で
、

活
動
拠
点
を
市
内
に
有
し
、
主
た

る
活
動
を
市
内
で
行
っ
て
い
る
こ

と
。

②�

団
体
の
規
約
、会
則
な
ど
を
有
し
、

団
体
の
運
営
方
針
を
明
確
に
定
め

て
い
る
こ
と
。

③�

団
体
の
活
動
実
績
が
１
年
以
上
継

続
し
て
い
る
こ
と
。

④�

宗
教
活
動
、
政
治
活
動
を
目
的
と

し
た
団
体
で
な
い
こ
と
。

⑤�

暴
力
団
な
ど
反
社
会
的
活
動
団
体

で
な
い
こ
と
。
ま
た
、
暴
力
団
な

ど
反
社
会
的
活
動
団
体
も
し
く
は

そ
の
団
体
の
構
成
員
の
統
制
お
よ

び
参
加
が
な
い
団
体
で
あ
る
こ
と
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ち
づ
く
り
支
援
課

筑
紫
野
市
協
働
モ
デ
ル
事
業（
市
役
所
提
案
型
）の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

筑
紫
野
市
協
働
モ
デ
ル
事
業（
市
役
所
提
案
型
）の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

筑
紫
野
市
協
働
モ
デ
ル
事
業（
市
役
所
提
案
型
）の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

筑
紫
野
市
協
働
モ
デ
ル
事
業（
市
役
所
提
案
型
）の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

筑
紫
野
市
協
働
モ
デ
ル
事
業（
市
役
所
提
案
型
）の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

ち
く    

し      

の      

し   

き
ょ
う 

ど
う

じ   

ぎ
ょ
う       

し    

や
く   

し
ょ   

て
い  

あ
ん  

が
た

せ
つ  

め
い   

か
い            

か
い  

さ
い


